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の現代的課題を抽出する o Iでは、イギリスにおける非医療系教育専門家の事例に注目する O
医学教育改革の具体的施策の下、医学/医療者教育の現場に関わることになった教育学専攻者
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心にみられる新たな改革動向は、注目に値する O ここでは本論の議論の土台として、 1950年代
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このようななかで、 1957年に「英国医学教育学会 (Associationfor Study of M巴dical
Education) Jが創設され、医学教育についての体系的な研究・整備が着手された。また1960




















「卒後医学教育・訓練委員会 (Postgraduat巴 M巴dicalEd uca tion and Training Board) Jが
設立され、卒後医学教育プログラム、カリキュラム、評価査定の承認、プログラム修了証の発
行、実態調査・報告等が行われた。同委員会は2010年4月に英国医事委員会に合併された。同
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充実したものになるかの基礎に卒前教育を位置づけた点に特徴がある。
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修の監督者の立場から、医学教育における経験を積むこととなった。その職は当時、「卒前医

























































































( 3 ) 非医療系教育学専攻者としての医学/医療者教育実践
非医療系教育学専攻者であるGoodsmanが、 1990年代初頭の医学教育参入時より医学/医療
者教育において行ってきた仕事は主に、指導医のための研修フ。ログラムの企画・実施や、医師
























援であるとみることができる O 特に、 Goodsmanは、現場での指導・研修が「その場限り」と

































4.学習者のマネージメン卜 学習機会に不均衡が生じるが、 これをできるだけ解消し、 個々の学習者が卜分な学習機会を確保できるように管理・運営する
こと O
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"Ent巴nnga n巴w culture -the challenges of working in m巴dical巴ducation / a p巴r






















































































































































































4中野進・山脇敬子「日本の医師 その表現学』、勤草書房、 1994年、 24頁。
5近年、医療活動が高度化・複雑化する中で、チーム医療のニーズがますます高まり、欧米では異業種
間専門職教育や異業種間コニュミニケーションが重要視されるようになってきた。例えば、 Marilyn
Hammick et.al Being Profession丘1，Poli ty， 2009などを参照。
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補助金(萌芽研究)、研究代表者 渡漫洋子、課題番号 96530il9， 2010年3月、全232頁)を用いている。
10平成21年「厚生労働白書Jl52頁。
1 Swanwick， T.， 'See one， do one， then whatつFacultydevelopment in postgraduate medical edu 
cation，' Postgraduate Medici刀eJournaJ， 200il， Vo1.84， 
12 1975年王立医学期教育規制調査委員会報告書。














あるべきである」と述べられた (GeneralMedical Council， Tomorrows Doctors， 1993， p.23)。






19 General Medical Council， TomonつwsDoctors， 2003， p.20. 
20 ibid.， 1993， p.23 
21 ibid.， p.4 
22 ibid.， p.19 
23 ibid 
24 ibid.， 2003， p.33 
25非医療系教育専門家については、渡濯洋子「医学教育において非医療系教育専門家が果たす役害IJとそ
の意義Jr京都大学生深教育学・図書館情報学研究」第9号、 2010年を参照。
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渡遺洋子ほか:日英医学教育の現代的課題と非医療系教育専門家の可能性
26小田博志「エスノグラフィー入門 現場を質的研究する」春秋社、 2010、p.7。
27松田素二，川田牧人編「エスノグラフィーガイドブック」嵯峨野書院、 2002、p.10o
28前掲書「医学教育従事者の専門職教育に関する成人教育学的実践研究 教育学専攻学を中心lこ 」
p.164. 
29同前書 p.173-p.188.
30同前.p.174 
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